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…449万円　新生児の聴覚障害を早期に発
見し、できる限り早い段階で適切な措置を
講じられるようにすることを目的とし、新
生児聴覚検査に対し補助します。

【継続事業】
○ 放課後子ども教室の推進（子育て支援課） 
 ....................................................... 381万円
○ 保育士の処遇改善に係る補助（子ども保育
課） ..........................................２億469万円
○ 児童発達支援センター等の整備（障害者支
援課） .......................................３億236万円
○ 学童保育所の運営（子育て支援課）
　 .............................................７億4,088万円
○看護師等修学資金貸付（健康福祉課）
　 .................................................... 4,396万円

歳 入 　国などの予算編成の動向に注目し、国・県補助金や市債を活用す
ることで財源確保を図りました。グラフの（　）内は前年度比。

自主財源 57.0%依存財源 43.0%

地方消費税交付金

40億8,900万円（2.7%増）

地方消費税が人口などに応じて
交付されるお金

地方交付税

14億589万円（22.0%増）

地方財源の均衡を図るために国から
交付されるお金

市債

30億6,990万円（40.6%増）
国や銀行などから借りるお金

県支出金

46億6,167万円
（0.8%減）

県からの負担金や補助金など

15億9,575万円（5.1%増）

その他
地方譲与税、各種交付金

国庫支出金

103億1,711万円（2.3%増）
国からの負担金や補助金など

市税

282億1,923万円（3.9%減）
市民税、固定資産税、都市計画税など

諸収入

18億8,071万円（8.2%増）

延滞金加算金及び過料、市預金利子、
貸付金元利収入など

使用料及び手数料

15億470万円（2.1%減）

市の施設の利用者、特定の行政サービス
を受ける人からのお金

分担金及び負担金

５億9,105万円（8.7%減）
保育園の保育料など

繰入金

４億8,018万円（34.4%減）

基金（市の貯金）や特別会計から繰り入れ
るお金

その他

５億9,481万円（0.6%減）
繰越金、寄附金など

歳入
584億1,000万円
（0.3%増）

１． ともに支え合い健やかでいき
いきと過ごせるまちづくり

【新規事業】
○ 企業主導型保育施設の整備に係る補助（子育
て支援課）…200万円　待機児童解消に向
け、必要な受け皿を確保するため、企業主導
型保育施設の整備を行う事業者の保育活動
に必要な備品などの経費に対し補助します。
○ 公的病院等救急医療の運営に係る補助（健
康福祉課）…6,300万円　市民が安心、安全に
暮らすことができるよう救急医療体制を確
保するため、市内の公的病院等が提供する救
急医療の運営に要する経費に対し補助します。
○ 新生児聴覚検査に係る補助（母子保健課）

今年度の主要事業

■一般会計基金・市債・債務負担行為残高
（３年度末見込）
基金残高

(うち財政調整基金) 市債残高 債務負担
行為残高

54億4,066万円
(29億1,351万円)
2万6,911円/人
(1万4,411円/人)

467億8,322万円
23万1,398円/人

167億7,009万円
8万2,948円/人

■継続費
事業名 総額 年度 年割額

庁舎建設※ 13億3,508万円 3年度 5億2,130万円
4年度 8億1,378万円

児童発達支
援センター
等整備

2億9,209万円
3年度 2億5,964万円
4年度 3,245万円

道路橋梁
補修 4億2,749万円 3年度 1億7,928万円

4年度 2億4,821万円
※ 上下水道局庁舎の移転先となる本庁舎第二別館の増改築及
び倉庫棟の整備を指します
○ 継続費…大規模な工事などで２か年以上にわ
たって行う事業に対して、総額と年度ごとの
額を定めるもの。

※「円/人」とあるのは、一人当たりの残高を表しています

○財政調整基金…突発的な災害や、緊急を要
する経費に備えるための基金。
○市債…地方公共団体が、資金調達のために
負担する債務で、その返済が複数年度に
わたって行われるもの。
○債務負担行為…複数年度の契約など、将来
にわたって支払うことを約束する行為。

○ 成人を対象とした各種検診など（健康づく
り課） ....................................６億4,497万円

２．豊かな心と文化を育むまちづくり
【新規事業】
○ ＧＩＧＡスクール構想対応端末の運用管理（教
育センター）…1,913万円　児童生徒に１人１台
の端末を整備することにより、個別最適化された
教育を推進し、児童生徒の能力を育成します。

【継続事業】
○外国語指導助手の派遣（指導課） ... 4,609万円
○特別支援教育の充実（指導課） ........ 67万円
○ 教育ネットワークシステムの運用管理（教
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ま
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▼
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象
設
備
／
補
助
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額　

①
太
陽
光
発
電
設
備
／
太
陽
電
池
モ
ジ
ュ

ー
ル
の
公
称
最
大
出
力
合
計
値
１
kw
当
た
り
２
万
円（
上
限
９
万
円
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工
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る
住
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の
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テ
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光
発
電
設
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設
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さ
れ
た
建
売
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宅
は
対
象
外
、
②
家
庭
用
燃
料
電
池
シ
ス
テ
ム（
エ
ネ
フ
ァ
ー
ム
）／
１
設

備
当
た
り
５
万
円
、
③
定
置
用
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
蓄
電
シ
ス
テ
ム
／
10
万

円
。
実
績
報
告
ま
で
に
太
陽
光
発
電
設
備
が
設
置
さ
れ
て
い
る
住
宅
、
④

太
陽
熱
利
用
シ
ス
テ
ム（
自
然
循
環
型
は
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象
外
）／
１
設
備
当
た
り
５
万

円
、
⑤
窓
の
断
熱
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修
／
補
助
対
象
経
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の
４
分
の
１
（
上
限
８
万
円
）
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環
境
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２
１
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７
６
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）

協
議
会
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市
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書
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選
考
で
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は
応
募
者
本
人
に
通
知
し
ま
す
。
応
募
書
類
は
非

公
開
で
返
却
し
ま
せ
ん
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■
八
千
代
市
青
少
年
問
題
協
議
会
　
青
少
年
の
健
全
育
成
に
つ
い
て
協
議

を
す
る
八
千
代
市
青
少
年
問
題
協
議
会
委
員
の
欠
員
を
募
集
し
ま
す
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▼
資
格　

市
内
在
住
の
成
人
が
対
象
で
、
年
１
回
程
度（
平
日
昼
間
）
の

会
議
に
出
席
で
き
る
人
。
本
市
の
審
議
会
等
の
委
員
を
５
つ
以
上
兼
ね
て

い
な
い
人　

▼
募
集
人
数　

１
人　

▼
報
酬　

１
回
に
つ
き
７
０
０
０
円

▼
任
期　

３
年
７
月
１
日
㈭
か
ら
１
年
間　

▼
応
募
方
法　

５
月
21
日
㈮

必
着
で
、
任
意
の
Ａ
４
用
紙
に
、
住
所
・
氏
名（
ふ
り
が
な
）・
電
話
番
号
・

年
齢
・
性
別
・
主
な
職
歴
・
応
募
理
由
を
明
記
し
、「
青
少
年
問
題
協
議

主な事業の予算額を総合計画の５つの柱に沿って紹介します。
※原則として、１万円未満を四捨五入


